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認定ＮＰＯ法人認定ＮＰＯ法人

「教育の力」で
誰も取り残されない
世界を

ＥＳＡの MISSION
教育によって、人間の尊厳を守る能力を育て、アジアの子どもたちが未来へ向かう力を得る手助けをします。

ＥＳＡの VISION
子ども一人ひとりが自分自身の力で、夢と希望を持って生きていくことができる地域社会の実現を目指します。

月額 1000 円からご支援いただけます。
詳しくはホームページ、またはＥＳＡ事務局までお問い合わせください。
www.esajapan.org　℡ 03-5497-2261　info@esajapan.org　

ＥＳＡは「認定NPO法人」に認定され、皆様からの支援金、寄付金は寄付金控除の対象となります。
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教育こそが子どもの未来への道教育こそが子どもの未来への道

ノートルダム小学校 スンブック教室
（インド・ダージリン）
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「教育こそが子どもの未来への道」
ＥＳＡはバングラデシュとインドの中で、教育を受ける権利を奪われた子どもたちに教育支援を実施することで人間
の尊厳を守る能力を育て、子どもたちが未来へ向かう力を得る手助けをしています。2025 年度は合計 1,003 名の子ども、
学生に対し教育支援を実施し、教育支援費の総額は 13,844,451 円でした。

チッタゴン・ユニット

ダッカ・ユニット

トリッチー・ユニット

ダージリン・ユニット

支援人数：215 名

支援人数：250 名

支援人数： 140 名
高校生支援
支援人数：1 名

支援人数：  78 名

BANGLADESH

シレット・ユニット
1,000 人の子どもたち一人ひとりが

夢と希望をもって生きていけるような社会の実現をめざして

支援人数：288 名

現地のパートナー責任者

カラグール小学校
ムングラ小学校 
ゴワバリ小学校  

ジョナキ小学校  

支援先：３校

支援先：１校

基礎教育支援・給食支援

基礎教育支援・給食支援

生活向上プロジェクト
女性のための染色と裁縫教室　20 名

指導者育成・上級生支援
支援人数：３名

基礎教育支援
支援先：  3 学校　

ノートルダム校２校
メリー校

指導者育成・上級生支援
支援人数：8 名

基礎教育支援
支援先： １施設　　

ボトムリーホーム基礎教育支
支援先： ２施設　　

セントジョセフ子どもの家
アンナイ子どもの家

支援フィールド

ダージリンやシレットの紅茶農園では、何世代
にもわたって低賃金、重労働の過酷な条件下で
働いています。貧困から脱却できない仕組みの
中で生きる子どもたちが、教育によって自分
たちの権利を知り、未来へ希望を抱けるように
なってほしいというのが私たちの願いです。

過酷な労働者の生活から脱却するための教育
都市部から離れた辺境の農村地域では、まだま
だ無償教育が普及していません。教育を受けて
いない親の収入は低く、子どもの教育費を払う
ことができません。国が発展を遂げている裏側
には、取り残されている地域や子どもたちがい
るのです。

何もない生活に光を注ぐ教育 女の子が力強く生きていくための教育
ダッカとトリッチーの子どもの家では、親との
死別や貧困からくる育児放棄など家庭に問題が
ある女の子たちが生活を共にしています。学校
卒業後、自らの力で道を切り開いていけるよう、
施設のスタッフが親代わりとなって彼女らの心
身の健康と就学をサポートしています。

紅茶農園に
住む

子どもたち

村落に住む
子どもたち

女の子の
権利を守る
子どもの家
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教育支援事業 2025

教育の力で子どもたちが、夢と希望を持って生きられるようにするための土台
ＥＳＡの活動のベースは　子どもの権利

子どもたちは「生きる」「育つ」「守られる」「参加する」権利を平等に持っています。

子どもの権利はすべての子どもが健やかに、自分らしく育つために必要な、当たり前のものです。
まずはその権利を有することを、子どもたちが、そして周りの大人たちが知ることが大切です。
そして、学ぶ権利もまたすべての子どもたちが平等にもち、守られるべき権利です。
しかし、バングラデシュやインドにはこれらの権利が守られていない地域があります。
私たちは、子どもの権利を大切にする教育をサポートしています。



2025 年度の教育支援事業より　　　　　　　　　　　

ジョナキ小学校　Women’s Empowerment 女性の自立支援プロジェクトの完了にあたって

チッタゴンのWE（女性のエンパワメント）プロジェクトの完了
ESA はバングラデシュのチッタゴンで、ジョナキ小学校を運営すると同時に「将来は母となる村の女性たちの社会的意識の向上
と経済的自立」を目標とし、女性のエンパワメントのプロジェクトをサポートしてきました。この 10 年以上にわたる活動で女
性の意識の変化、そして保守的な農村において弱い立場の女性が収入を得るスキルを身に着けたことは大きな成果と言えます。
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健康学力

質のよい教育を行うために　ESA が取り組む 4 つの領域

こころ 環境

研修内容
当初は、村の女性たちや学校を中退した少女たちを対象に、絞
り染めの研修から始まりました。その後は、手作りアクセサリー
や、身の回りで手に入る資源を再利用したサステナブル製品・
小物、装飾品など、多様な分野の研修を実施してきました。中
でも、裁縫と絞り染めの分野では多くの技術者を育成すること
に成功しました。
研修は雨季の終わる 8 月ごろから、翌年 3 月まで週 4 日実施し、
受講者一人ひとりに質の高い指導を行うため、1 回の研修に参加
する人数を増やしすぎないよう配慮してきました。
伝統工芸の伝承
近年では、軽量キルト（カンタ）作りの技術も指導しました。
カンタは、伝統的ながら衰退しつつある手工芸の一つです。も
ともと女性たちが、日常の出来事を語り合いながら空き時間に
集まり、少しずつ一枚のカンタを縫い上げ、家庭用や大切な人
への贈り物としてベンガル地方で非常に人気の高い手工芸品で
した。しかし近年、機械製のキルトに取って代わられ技術の継
承が危惧されていたことから、私たちは、この伝統技術をジョ
ナキ・プロジェクトを通じて守り、継承することで女性たちの
収入につなげていくことができました。
参加した女性たちに見られる成果
トレーナーの多くは当初、都市部（チッタゴン）から招いてい
ましたが、後には研修を受けた女性たちの中から技術の向上が
顕著な人材をトレーナーとして雇用し、主要なワークショップ
を任せられるまでになりました。
これまでに WE プロジェクトには 130 人以上の女性が参加し、
そのうち 50 人以上が大きな恩恵を受けました。

モンワラは、一期生の絞り染めと縫製の受講者で、その後トレー
ナーとして活躍するかたわら、家族や友人だけでなく外部から
の注文を受けた衣服制作が大きな収入源となり、家族の生活向
上に貢献しました。
ジャイナブは裁縫コースの受講者で、ボランティアとしてメイ
ントレーナーの補助を務める中で自身の裁縫技術もさらに磨き、
授業の合間にプロジェクトのミシンを使って注文を受けた衣服
を制作していました。その後、貯蓄で自分のミシンを購入し、
現在は家庭の世話や育児と両立しながら、自宅で収入を得る自
立した女性テーラーとして活動しています。
プロジェクトの目標達成とその完了にあたって
ジョナキ・プロジェクトでは、こうした女性たちが制作した製
品をさまざまなプラットフォームを通じて販売してきました。
ホームデコ用品からベビー服、伝統的なカンタに至るまで、女
性たちの作品はエンパワーメントの意味を体現し、WE プロジェ
クトを成功へと導いてきました。
遠隔地にあるこの地域でコミュニティ開発に貢献するという私
たちのビジョンは、多くの人々の人生に変化をもたらしました。
女性たちは自分自身の大切さにより気づくようになりました。
そして、次の世代の女性たちのために何かを生み出そうと、プ
ロジェクトの拡大や発展について自ら企画して運営する力を身
に着けました。女性たちは少しずつ、自分自身の夢を持つこと
を学んできました。
このような場を提供してくださった ESA に心から感謝していま
す。このプロジェクトは完了しますが、今後もミシンなどの設
備を生徒や、縫製工場に就職を望む村人のために活用して行き
たいと思います。

　　　　　　　ジョナキ小学校運営責任者　ワフィル・カーン



教育環境整備事業
子どもたちが安全に学べる環境を整えるために ESA は校舎の建設から、建物の維持管理、大規模修繕を行っています。
それ以外にも子どもたちの健康維持のためにトイレの設置から、先進教育のためのパソコン機器の導入など、現地の状
況をみながら環境の整備に努めています。
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セントジョセフ子どもの家
トイレドアの修理
支援額：￥158,540

カラグール小学校・ムングラ小学校
長机とベンチの修理と購入
支援額：￥282,261

10 年以上の使用で長机は虫食いで穴が開
き、ベンチはぐらつくようになったため、
学校に職人を招き、修理可能なものは修理
をしたり、または新しく作り直し、塗装を
施すと見違えるようにきれいな机とベンチ
になりました。教室の雰囲気も明るくなり、
勉強しやすい環境へと改善されました。

INDIA

施設で生活する 8 歳から 18 歳の身
寄りのない女子児童たち 32 人が、
安全に生活できるように、経年劣化
し危険な状態になっていたトイレの
鉄の扉を新しいものと交換しまし
た。

シレット・ユニット

トリッチー・ユニット

学校基金の設立
支援額：￥1,136,335
政府からの要請で予測でき
ない被害に学校が襲われる
など、緊急に資金が必要に
なった時や、退職する教師
たちへの退職金を支払うた
めに学校としてまとまった
額を基金を蓄えることが義
務付けられ、それに対応し
ました。

チッタゴン・ユニット BANGLADESH
ジョナキ小学校の第二期大規模修繕
支援額：大規模修繕　￥1,095,156　天井の修理　￥169,778
塩害と水害のために 20 年を経過した 3 階建ての校舎は 3 年がかりで、
大規模修繕を行っていますが、第二期では、土壌から、排水路、電気
回線、錆びの出た鉄骨、崩落した天井等、建物の最も基礎となる部分
の修理を行いました。特に大きく改善したのは、地盤沈下で大雨の度
に水浸しになっていた校庭の地盤を上げ、コンクリートで固める工事
でした。この工事によって、ゲリラ豪雨が襲ってきても 30 分ほどで

校庭は水が引き、朝礼などの集会も泥だらけ
にならずにできるようになりました。



スパイスと紅茶 15,000 個以上をお買い上げいただき子どもたちの教育支援につながりました！
ご協力ありがとうございます。
ＥＳＡは「3 袋の購入でバングラデシュの子どもが 1 ケ月学校に行くことができる」とのコンセ
プトで、本格カレーができるスパイスセットを販売しています。
2025 年は事務所でのスパイスボランティアやイベントなど、様々な場所でたくさんの方と交流
する機会を持てました。6 月にはリナの料理教室をオンラインにて開催し、夏休みには 7 回に渡り、
学生さんたちがスパイス作りのボランティアに参加してくださいました。また 12 校の小中学高
等学校が学校祭で販売してくださり、年間を通して企業や学校、団体の皆様がそれぞれ販売会や
とりまとめ注文をしてご協力くださいましたことに深く感謝申し上げます。以下、敬称略。

オリジナルスパイスセットなどの販売　　”Spice for Happiness!”

販売事業ご協力団体：�ゴールドマン・サックス、東亜ディーケーケー株式会社、日本タタ・コンサルタンシー・サービシズ株式
会社、三菱食品株式会社、アトリエ縁の下、シャロームロッジ、杉並区交流協会、やすらぎの杜、アレセ
イヤ湘南高等学校、大妻女子大学、カリタス小学校、カリタス女子中学高等学校、札幌光星中学校・高等
学校、サレジアン国際学園中学高等学校、聖カピタニオ女子高等学校、聖ドミニコ学園中学高等学校、東
京大学総合文化研究科人間の安全保障プログラム・駒場祭有志企画「手に取る平和」、不二聖心女子学院、
雙葉学園同窓会、日本聖公会浅草聖ヨハネ教会、阿佐ヶ谷東教会、小金井聖公会、渋谷教会、聖アンデレ
教会、成城教会、聖マーガレット教会有志、東京聖テモテ教会、町田教会、松が峰教会、函館聖ヨハネ教
会、他企業　5 社

委　託　販　売　先：�AND shop（世田谷区）、ASHITA・STYLE 株式会社、安曇野ハーブスクエア（安曇野市）、
　　　　　　　　　　cafe KaMuNa、SPACE A&CO 料理研究家 有元葉子のセレクトショップ ( 世田谷区 )、TETENTOTEN（世
　　　　　　　　　　田谷区）、やすらぎの杜パン工房（練馬区）、りんごのきのした農園（駒ヶ根市）
ＥＳＡのスパイスを使ったメニューの提供：株式会社フジランド（港区）、coast ２coast（渋谷区）、ホ�トリテイ（萩市）

その他事業（物品販売）  ・国内活動 2025
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普及啓発事業および国内活動

事務所のある狛江市のさくらまつりイベントに参加したり、狛江市の幼稚園、保育園の先生方に幼児向け国際協力の
講演に出向いたり、年に一度の国際協力イベントであるグローバルフェスタでは ESA のユースチームが中心となって
ブースを出し、ESA の活動の意義を伝えました。

個人や企業、大学などたくさんの方々のご協力により、2025
年は約 236 セットの ORIGAMI 教材が作成されました。これ
らの教材を 3 月に支援先の学校に発送し、間もなく各学校に

届く頃です。（以下敬称略）

オムロン株式会社、株式会社
ジェーシービー、グラクソ・ス
ミスクライン株式会社、ゴール
ドマン・サックス、東京海上日
動事務アウトソーシング株式会
社、他企業 3 社

協力団体：

手作り教材プロジェクト
「自分の知っている世界はまだまだ小さくて、世界には実際にこ

のゲームのような人達がたくさんいると学んだ。どんな権利があ
るのかも知ることができた」「日頃考える機会の少ない世界の子
どもたちの権利や情勢について考えることができ、自分にできる
ことを考えるきっかけになった。」（参加者の感想）

2025 年度は教育機関や企業 6 か所で、子どもの権利を学ぶロー
ルプレイングゲームを実施。架空の国、TOARU 国に住む子ども
たちになりきってその子の人生を歩んでもらうゲームを通して、
普段遭遇しないような出来事に陥ったり、権利を剝奪された人々
の厳しさを体感したりすることで支援地の状況をお伝えしまし
た。知ることから行動へ、考えるきっかけを提供しました。

啓発事業　「TOARU 国ゲーム」で子どもの権利を考える　　　

2023 年から 3 年目、アフタヌーンティー・ティールーム様が、2025 年もご協力くださ
いました。ティーフェス期間中に、3 種類のチャイを一杯ご注文いただくと、お客様と
運営企業様から合わせて 20 円が ESA に寄付される仕組みで、ダージリンの紅茶農園の
教育支援のために 343,960 円をご寄付くださいました。

りんごの売上げの一部を寄付してくださったりんごのきのした農園様、またボランティ
アベンダーを設置し自動販売機の売上げの一部を寄付してくださった株式会社八洋様、
株式会社エフ ･ ケー ･ ジェイ様はじめ企業の皆様に心から感謝申し上げます。
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（単位：円）科　　目 2025 年度予算 2025 年度決算 2026 年度予算

　Ⅰ経常収益 特定非営利活動に
関わる事業 その他事業 特定非営利活動に

関わる事業 その他事業 特定非営利活動に
関わる事業 その他事業

    1 受取会費
       受取運営会費 264,000 0 240,000 0 264,000 0
　2 受取寄付金 　 　
        　教育スポンサー支援金 7,300,000 0 6,763,000 0 0
       　 ESA サポーター支援金 500,000 0 417,596 0 0
　　　マンスリーサポーター支援金 1,320,000 0 1,087,000 0 0
　　継続支援金合計 9,120,000 8,267,596 7,900,000
　　テレジア募金（単発寄付）　 9,000,000 0 7,858,786 0 7,500,000 0
　3 受取助成金等
　　受取助成金 300,000 0 150,000 0 150,000 0
　4 事業収益
       教育支援事業収益 1,750,000 0 1,400,560 0 1,440,000 0
　   普及啓発事業収益 700,000 0 468,600 0 330,000 0
　   その他事業収益 0 8,100,000 0 8,041,158 0 8,000,000
　5 その他収益
　    受取利息 1,000 0 22,321 0 1,000 0
　　雑収益 10,000 0 6,900 0 10,000 0
　経常収益計 21,450,000 8,100,000 18,414,763 8,041,158 17,595,000 8,000,000
　Ⅱ経常費用
　1 事業費

（１）人件費
        給料手当 3,840,000 1,320,000 3,238,848 1,113,355 2,466,000 1,038,000
  　  法定福利費 310,000 110,000 275,048 94,547 240,000 90,000
        保険料 0 7,500 0 7,700 0 7,500
        人件費計 4150,000 1,437,500 3,513,896 1,215,602 2,706,000 1,135,500
 （２）その他経費
        教育費 15,561,000 0 13,844,451 0 14,951,000 0
        教育施設設備費 1,920,000 0 2,999,117 0 1,619,000 0
        海外渡航費 650,000 0 296,839 0 600,000 0
        広報活動費 296,000 104,000 52,836 18,563 148,000 52,000
        印刷費 64,000 22,000 38,124 13,106 51,200 17,600
         通信費 224,000 77,000 214,030 73,574 217,600 74,000
 　   水道光熱費 96,000 33,000 96,322 33,111 96,000 33,000
        地代家賃 663,500 796,200 663,500 796,200 624,000 748,800
        備品消耗品費 212,000 72,600 219,318 75,389 224,000 77,000
        事務費 300,000 100,000 273,160 93,900 275,200 94,600
        支払手数料 370,000 264,050 0 266,600 0
        旅費交通費 281,600 536,800 273,100 419,340 264,000 414,800
　    予備費 500,000 0 0 0 500,000 0
        物品販売事業費 0 3,200,000 0 2,617,713 0 2,700,000
    　その他経費計 21,138,100 4,941,600 19,234,847 4,140,896 ,19,836,600 4,212,600
      事業費計 25,288,100 6,379,100 22,748,743 5,356,498 22,542,600 5,348,100
　2 管理費

（１）人件費
        給料手当 840,000 0 708,498 0 793,150 0
  　  法定福利費 68,600 0 60,167 0 60,000 0
        保険料 2,500 0 3,150 0 3,150 0
        人件費計 911,100 0 771,815 0 856,300 0

（２）その他経費
        旅費交通費 61,600 0 58,457 0 31,800 0
        印刷費 14,000 0 8,340 0 11,200 0
        通信費        49,000 0 46,819 0 47,600 0
        会議費 3,000 0 0 0 3,000 0
        諸会費 70,000 0 18,200 0 63,200 0
        水道光熱費 21,000 0 21,070 0 21,000 0
        地代家賃 199,050 0 199,050 0 187,20 0
        備品消耗品費 46,200 0 47,976 0 49,000 0
        事務費 70,000 0 59,754 0 60,200 0
        支払手数料 170,000 0 162,645 0 170,000 0
        保険料 42,000 0 40,530 0 42,000 0
        修繕費 13,000 0 0 0 10,000 0
        新聞図書費 0 0 0 0 0
        租税公課 1,000 0 2,110 0 1,000 0
        雑費 3,000 0 16,980 0 3,000 0
        為替差損 0 0 0 0 0 0
        予備費 500,000 0 0 0 500,000 0
        その他経費計 1,262,850 0 681,931 0 1,193,600 0
　  管理費計 2,173,950 0 1,453,746 0 2,049,0 0
　経常費用計 27,462,050 6,379,100 24,202,489 5,356,498 22,500 5,348,100
　当期経常増減額 -6,317,050 1,720,900 -5,787,726 2,684,660 -6,997,500 2,651,900
　経理区分振替額 1,720,900 -1,720,900 2,684,660 2,651,900 -2,651,900
    法人税・住民税及び事業税 130,000 95,700 96,000
    当期正味財産増減額 -4,726,150 -3,198,766 -4,441,600
　前期繰越正味財産額 37,268,411 37,268,411 34,069,645
　次期繰越正味財産額 32,542,261 34,069,645 29,628,045

■■補足説明

2025 年度決算について
経常収益
◎テレジア募金（単発寄付）には使途指

定寄付（2,138 千円）、切手・書き損じ
ハガキ寄付 (200 千円）が含まれる

◎受取助成金：住友ゴム CSR 基金（150
千円）「JONAKI 小学校の教師トレーニ
ングのため」、

◎事業収益：教育支援事業はカレスク支
援金や講師派遣の講師料

◎その他事業収益：スパイス、紅茶など
の物品販売の売上。

経常費用
◎教育費：教育費、給食費、活動費、現地

教師などの給料、教師トレーニング費、
スキルトレーニング費などが含まれる。

◎教育施設設備費の詳細は４ページ参照。
◎海外渡航費：南インド訪問。
◎広報活動費：インスタ広告、人権教育

の啓発事業のためゲーム開発。
◎通信費：海外との通信費、支援者・寄

付者との通信費、機関誌送料、電話代
など。

◎備品消耗品費：PC 購入、Dropbox など
のクラウド使用料など。

◎支払手数料：海外送金手数料、クレジッ
ト決済などの手数料。

◎旅費交通費：スタッフ及びボランティ
アの交通費。

◎物品販売事業費：カレスク発送を各月に
変更のため減。

◎ 2025 年度支出決算額の事業費と管理費
の割合：事業費 95％、管理費 5％

2026 年度予算について
経常費用
◎教育費、教育施設設備費に関しては、

2025 年最終営業日の為替レート、1 バ
ングラデシュタカ 1.28 円、１インドル
ピー 1.71 円で算出。

◎教育施設設備費：ジョナキ小学校大規
模修繕、ゴワバリ小学校ペンキ塗り替
え。

◎海外渡航費：バングラデシュ、ダージ
リン訪問 3 名。

◎広報活動費：ホームページ修正費
◎備品消耗品費：ソフトや Drop Box など

のクラウド使用料。

2025 年 1 月 1 日～ 12 月 31 日／ 2026 年１月 1 日～ 12 月 31 日活動計算書・予算書

会計報告
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貸借対照表　　　　2025 年 12 月 31 日現在
監事の戸塚輝夫氏と太田直人氏から下記の監査報告を受けました。
監査報告書

《資産の部》
【資産】
（現金・預金）

　現　　金　 144,296
　定額　預金 3,000,000
　定期　預金 4,031,710
　振替口座 3,791.838
　普通　預金 21,332,751
　通常貯金 534,495
　　現金・預金　計 32,835,090

（棚卸資産）
  商　品 257,600
  貯蔵品 44,944
　　棚卸資産　計 302,544

（その他流動資産）
　未収　入金 199,251
    前払　費用 746,112
　　その他流動資産　計 945,363
　　　　資産の部　合計 34,082,997

《負債の部》
【負債】

　預    り    金 13,352
　　    負債の部　合計 13,352

《正味財産の部》
【正味財産】

　前期繰越正味財産 37,268,411
　当期正味財産増加額 △ 3,198,766
　　　正味財産の部　合計 34,069,645
　　　負債および正味財産合計 34,082,997

会計報告

（単位：円）

ユニット名
グループの数・子どもの数 教 育 費 ※

基礎教育 生活改善 予算額 決算額

インド

ダージリン
（DAJ)

3 グループ
215 人 8 人 3,079,200 2,729,951

トリッチー
（TRC)

２グループ
78 人 1,185,000 296,983

バングラデシュ

ダッカ
（DAK)

１グループ
140 人 １人 1,409,200 1,414,877

シレット
（SYL)

４グループ
288 人 3,349,561 3,432,786

チッタゴン
（CHI)

１グループ
250 人

3 人 1 グループ
20 人 6,538,039 5,969,854

合計 11 グループ、個人合計 1,003 名 15,561,000 13,844,451

※教育費には授業料、制
服、教科書、給食費、
医療費、行事費、補習
授業料、教師トレーニ
ング、スキルトレーニ
ング費、その他補助費
が含まれる。

■予算決算比・補足説明
①：�為替レートの変動
②：�現地の事情により一部

次年度へ繰り越し

③：新年度の生徒数の増加
 

ユニット別の教育支援費の詳細

①

②

①

③

①

ＥＳＡの
収入の
内訳

支援する子どもの数と
支援者数の推移

支援者数（2025.12.31 現在）　●教育スポンサー数　230 名　（前年度 240 名）　　●ＥＳＡサポーター数　69 名　（前年度 89 名）　
●マンスリーサポーター数　56 名（前年度 53 名）　●カレスクサポーター数　140 名（前年度 194 名）
単位 : 千円 単位 : 人
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Education Sponsorship in Asia

事業計画 2026 年 1 月 1 日～ 12 月 31 日

ダージリン支援の完了
ダージリンユニットは、現地主導で持続可能な運営ができる
目処がたったため、2026 年度をもって ESA の支援を完了し、
現地団体が運営を引き継ぐこととなりました。2027 年には長
年現地と紡いできた歴史を振り返り、成長をともに称える巣
立ちセレモニーを日本からも参加者を募って開催予定です。

ESA 創設５０周年に向けて
2029 年の ESA 創設 50 周年記念行事の開催に向けて
の準備を開始します。

事業計画概要

事業計画　2026

教育環境整備事業の実施
３年にわたるジョナキ小学校校舎修繕の２年目。また
ゴワバリ小学校校舎維持のための塗装を実施します。

教育支援事業

バングラデシュ、インドで、７校、３児童養護施設のの合計
約 1,000 人の子どもたちに対し、基礎教育支援を柱とした教
育支援事業を行います。今年度は特に現地が持続可能な運営
体制を構築するための議論に重点を置き、それに向けて必要
な支援は積極的に支援を実施します。

その他、指導者育成支援、教育の質の向上のためのトレーニ
ング、健康維持のための支援はこれまで通り実施します。

その他事業（物販販売事業）
キャンペーンの実施や SNS を活用し、販売促進に務
める。引き続き、企業や学校などにも積極的に働き
かけます。

〒 201-0014 東京都狛江市東和泉 1-23-3-101  TEL03-5497-2261  FAX03-5497-2262
E-mail　info@esajapan.org    URL  http://www.esajapan.org
振替口座　00110-0-196254（支援金口）　00190-4-671126（寄付金口）

認定NPO法人

新理事長就任のご挨拶
新中長期計画の発表

次号 JOY112 号　8 月発行のご案内

ESA の目指す持続可能な現地の運
営体制についての大切なお知らせ
号を 8 月に発行予定です。あわせ
て、４月のバングラデシュ訪問の
ご報告、子どもたちの成長の様子
をお届けいたします。

スパイスのご注文は
こちらから

レモンダールとは、珍しいライムリーフと
レモンを使った、さわやかな豆のスープ。
冷やしてもおいしく、暑い夏にぴったりの
一品です。

今年も販売します！今年も販売します！
昨年大好評のレモンダールが今年も７月～９月の夏限定で
ラインナップに加わります。どうぞお楽しみに！

I・N・F・O・R・M・A・T・I・O・N　　事務局からI・N・F・O・R・M・A・T・I・O・N　　事務局から

手作り教材作りませんか？
ORIGAMI BOOK
バングラデシュやインドの子ども
たちに日本の伝統的な折り紙を紹
介する ESA のオリジナル教材を届
ける活動に、ぜひご参加してくだ
さい。
1 セット　　2500 円

お申し込みはこちらから


